





































































































































































































































































年次 輸出品総価格 蚕糸類輸出額 対輸出比率
明治元（１８６８） １千５５５万３千円 １千０３６万４千円 ６６．６％
１０（１８７７） ２千３３４万９千円 １千０６６万９千円 ４５．７％
２０（１８８７） ５千２４０万８千円 ２千１９０万円 ４１．８％
２１（１８８８） ６千５７０万６千円 ２千８７８万３千円 ４３．８％
２２（１８８９） ７千００６万１千円 ２千９２５万円 ３７．５％
２３（１８９０） ５千６６０万４千円 １千６７３万７千円 ２９．６％
２４（１８９１） ７千９５２万７千円 ３千２１７万５千円 ４０．５％
２５（１８９２） ９千１１０万３千円 ３千９９１万４千円 ４３．８％
２６（１８９３） ８千９７１万３千円 ３千１５９万１千円 ３１．９％
出典：「近代日本産業史11：繊維上」梶尾光速著交詢社刊
日本の輸出上位３品目の推移（単位：％）
年 １位（シェア） ２位（シェア） ３位（シェア）
１９００ 生糸（２２．３） 綿製品（１０．２） 石炭（１０．０）
１９１０ 生糸（２８．６） 綿製品（９．９） 絹織物（９．９）
１９２０ 生糸（１９．９） 綿製品（１７．４） 絹織物（１７．４）
１９３０ 生糸（２９．０） 綿製品（１８．９） 絹織物（１８．９）
１９４０ 生糸（１２．２） 綿製品（１０．９） 絹織物（１０．９）
１９５０ 生糸（２５．３） 鉄鋼（８．４） 製鋼（８．４）
１９６０ 綿織物（８．７） 船舶（７．１） 衣料（５．４）
出典：大蔵省「日本外国貿易年表」より
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さらに，80年代の電子化時代にも適応し，電気・電子ディバ
イス関連の超精密・超微細技術，メカトロ技術の集積地へと産
業構造の再度の変革を図り，現在も内陸の工業地帯として存在
感を維持しています。
いま，生産機能の海外への移転により，地方都市での工場閉
鎖，それにともなう雇用不安が深刻化しています。岡谷市や諏
訪市においても海外に生産機能をもつ市内企業は全体の25パー
セントに達しますが，生産機能の海外移転で岡谷，諏訪地域が
深刻な産業空洞化に陥っているという気配はありません。
対して，一時期，製糸国内生産量３位を誇った丸子町は，シ
ナノケンシ（旧社名　信濃絹糸紡績・しなのけんしぼうせき）
を除いては，かつての製糸工場で事業を継続している企業はな
く，大正～昭和初期に従業員数6,000名を擁した頃の面影は継
承されませんでした。歴史の流れにマチは，埋没してしまいま
した。
この，岡谷市，丸子町の明暗を分けた理由，原因を分析して
みます。
５－１　岡谷市の成功要因
終戦後の日本経済の復興に呼応し岡谷では，京浜工
業地帯から疎開してきた軍需産業の工場が核となり，
電気・電子ディバイス関連の超精密・超微細技術，メ
カトロ分野の技術力のある企業が集積し，IT を駆使
したハイテク電子産業・情報通信・映像・自動車・装
置産業などの新たな需要を生み出し続けています。
岡谷が「シルクの町」で終わることなく，「精密機
械の町」を経て「メカトロニクスの町」として，生き
残ってきた成功要因として，次の４点が上げられま
す。
１）創生期における事業家が輩出
岡谷では初代片倉兼太郎氏，山一林組といった大製糸家を輩出しました。岡谷地域の零細製糸業者は，
初代片倉兼太郎氏が創設の片倉組（後の片倉製絲，現：片倉工業㈱）や山一林組といった大手製糸業に吸
収され，生産・販売の近代化が促されました。
技術革新による増産も進み，原料繭の輸送難を解決するために，山十は全国に26工場を持つなど，全国
各地に工場を展開しました。大正期以降には，片倉組（片倉製絲）を中心として技術革新による増産が進
み，企業規模の拡大が促進し，経営の安定が実現しました。
２）技術革新への対応
昭和初期，世界恐慌による糸価の下落や化学繊維レーヨン（人絹糸）の登場により，生糸は広幅織物方
面の用途からの撤退を余儀なくされ，生糸需要は「婦人向くつ下」のみとなりました。
大手企業はこうした市場変化に即応し，「高級くつ下」の原料となる高級生糸生産に向けて，片倉製絲
が御法川式多条繰糸機を導入したことを皮切りに，設備機器の合理化，近代化が進められ，生糸生産効率
???
上田市
（丸子町）
東御市
長和町
???
????
諏訪市
富士見町
茅野市
原村
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や品質が飛躍的に向上しました。このように，不況および人絹糸の登場が，逆に生糸生産を発展させる契
機となり，日中戦争の開始やナイロンの登場までの間，生糸輸出は増大しています。
３）隣接する諏訪市との連携
岡谷市の行政当局と岡谷市内に立地する企業は，下諏訪町をはさんで隣接する諏訪市との交流，提携を
進め，工業集積としての相乗効果を発揮し諏訪・岡谷エリアとして地方工業圏を形成し，存在領域を確保
しました。
４）行政の地域戦略――“ものづくり企業”の集積地を目指してのバックアップ
1900年代の終末期に自治体の多くは，域内に立地する企業の海外への直接投資や生産機能の移転を抑え
ようと躍起になっていました。対して諏訪市・岡谷市は，「民間主導で海外進出先での受注を促進し，こ
れを地域経済活性化へつなげていく」とし，小さいながらも独自の高い技術力を持つ，“ものづくり企業”
の集積地を目刺し，国際市場の切り拓きに地域発展を懸け，生産機能の海外移転を図る企業活動をバック
アップしました。
こうした方策が実り，諏訪・岡谷エリアでは，工場閉鎖に追い込まれることなく，現在に至っています。
５－２　丸子町の産業衰退の理由
太平洋戦争が始まると，製糸工場は軍需工場に転用され，丸子町の製糸工場の大半は姿を消しました。
終戦後，岡谷では，疎開していたかつての軍需工場が核となり，新しい工業地帯に変わりましたが，丸子
では，絹糸紡績を除いては，かつての製糸工場が再利用されることはなく，産業集積としてのかつての隆
盛は果たせませんでした。
なぜ，このような結果を招いたか，その原因を分析します。
１）惜しまれるは卓越した事業家　下村亀三郎氏の急逝
丸子町では，明治22年，下村亀三郎氏らを中心に創業の製糸工場が最初です。しかし，これら工場は小
規模で一工場の生糸だけでは一定量の「荷口」（荷の量）をまとめることができず，商取引では不利でした。
そこで明治23年，岡谷の例にならい，共同販売のための「依田社」が設立されました。
丸子が共同結社のお手本とした岡谷では，早くに結社は解消され，片倉組や山十組などの大規模企業が
生まれました。対して，資本力に劣る丸子の製糸家は，共同結社「依田社」・「旭社」を中心に近代化を進
めるにとどまり大規模企業化はできませんでした。
ここで残念なことは，「依田社」の創業者下村亀三郎氏の急逝です。卓越した時代感覚，事業家手腕を
持った下村亀三郎氏の46歳の若さでの死去が惜しまれます。氏が卓越した経営手腕を発揮したなら，片倉
組や山十組に互す大企業が生まれていたとも思われます。後を次いだ工藤善助氏は，一層の技術・検査の
向上，機械化に力を注ぎました。この間，依田社式の繰糸鍋（そうしなべ）や機械類を開発したほか，ア
メリカへの生糸の輸出も積極的に進めましたが，世界恐慌，科学繊維レーヨンに対しては，有効な手だて
は打てませんでした。
もし，下村亀三郎氏が健在であったなら，岡谷の例にもあるように，アメリカ一辺倒の外需頼みの販売
体制ではなく，国内市場への浸透を図り活路をきりひらいていたのではとも，推察します。
２）上田，坂城との連繋がとれなかった　
丸子町に隣接する上田・坂城地区は，諏訪・岡谷と並ぶ有数の工業地帯です。この地域に立地する企業
の特徴は，独自ブランドをもち，国内外市場で市場影響力を持つシェアを確保している完成品メーカーが
あることです。有力企業としては，ミシン針でシェア世界一のオルガン針，工作機械のミヤノ，圧力計で
トップメーカーの長野計器，射出成型機の世界的メーカーである日精樹脂，車のピストンリングで存在感
を持つアート金属，ブレーキシューのトップメーカー日信製作所，城南製作所などが上げられます。
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この地域の工業化の歴史は古く，第二次世界大戦以前は蚕糸業が広く成立していました。特に上田市は，
上田蚕種株式会社と上田蚕糸学校（現，信州大学繊維学部）を擁し，蚕糸業の中心をなしていました。現
代の工業の素地が形成されたのは，1940年代で戦時疎開に伴う軍需工場の疎開・新設を起源とします。こ
の時期，上田市には日本無線，アート軽合金鋳造所，山洋電機，増島製針（現，オルガン針），昭和化工
や富士電気などが立地しました。坂城町には，宮野ヤスリ製造所，日本発条，大崎製作所，都筑製作所や
日置電機製作所などが立地しました。第二次世界大戦後，疎開企業の大部分がこの地に残り，民需転換を
図る一方で，行政による企業誘致が積極的に行われました。それと同時に，これらの疎開企業などで技術
を習得した人々によって，電気機械，一般機械関係やプラスチック関係などの新規創業が活発化しました。
特に，この時期坂城町では，柳沢螺子製作所，竹内製作所や日精樹脂工業など，現在の坂城町の中核とな
る企業が創業しました。
しかしながら，丸子町は，依田窪地方の中核であるとの自負もあってか，上田・坂城との積極的な連携
を望みませんでした。もし，上田市・坂城町との連携が図られたなら，丸子町の工業は，大きく変わって
いたでありましょう。
３）地域主義――知の連携を拒否――
丸子町と上田・坂城地区との連携がとれなかった背景に，信州特有の地域主義にありました。
「信濃の国は十州に　境連ぬる国にして…」で始まる県歌『信濃の国』の歌詞は，長野県の地理的多様
性を反映し，その地域特性をみごとに表現しています。長野県は，山脈の配置および歴史的事情から，伝
統的に北信，東信，中信および南信の４地域に区分されてきました。これら４つの地域内にも住民の気質
や風土にさまざまな差異がみとめられます。かつて，長野県を「信州合衆国」と名付けたように，長野県
は独自の地域性を有した地域の連合体ととらえることができます。それは，日本の東西文化の接触地であ
る長野県には，流域や盆地ごとに独自の地域的・文化的特徴が存在するからでもあります。
丸子町は，その背後に武石村，和田村，大門村および長久保古町と４町村を擁する依田漥の要の位置に
ありました。依田漥の要所というプライドが，上田市や坂城町との知の連携を躊躇させたのでしょう。こ
うした住民の思いは，平成の今にまで受けつがれ，2003年の上田市との合併に際しては，町の世論を二分
する騒動を引き起こしています。
年　　表
◆大正
1915（大正６）年　丸子映画劇場開場
1916（大正７）年　信濃絹糸紡績株式会社設立
　　　　　　　　　　丸子軽便鉄道開通
1922（大正11）年　第１回アメリカ絹業協会派遣団が丸子の製糸工場を視察。
1923（大正12）年　第２回アメリカ絹業協会派遣団が丸子の製糸工場を視察。
1925（大正14）年　関東大震災
1925（大正14）年　丸子軽便鉄道（丸子～上田間）開通
1925（大正15）年　依田社の所属工場21工場，釜数4,500釜，女子工員数6,550人
1926（大正15）年　上田温泉軌道会社西丸子線（西丸子～下之郷間）開通
◆昭和
1928（昭和３）年　第３回アメリカ絹業協会派遣団が丸子の製糸工場を視察
1929（昭和４）年　ニューヨーク株式市場大暴落　世界恐慌
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1930（昭和５）年　まゆ価格暴落，農村危機深刻化する
1936（昭和11）年　鐘紡丸子工場完成，操業開始。工員466人
1941（昭和16）年　太平洋戦争勃発
1943（昭和18）年　丸子鉄道と上田電鉄が合併して上田丸子電鉄となる。
1956（昭和31）年　鹿教湯温泉・大塩温泉・霊泉寺温泉が内村温泉郷として国民保養温泉地に指定される。
1969（昭和44）年　上田丸子電鉄丸子線廃止
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